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慢性疼痛診療システムの均てん化と 

痛みセンター診療データベースの活用による医療向上を目指す研究 

 

研究分担者  山下敏彦 札幌医科大学整形外科学講座 教授 

 

研究要旨 

目的は北海道における慢性疼痛地域包括ケアシステムモデルの有用性を検討することである。

対象は性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業の連携機関である北海道内の 4施設（旭

川医科大学、札幌禎心会病院、朝里中央病院、NTT東日本札幌病院）より札幌医科大学慢性疼

痛センターへ紹介を受け、集学的治療を行なった慢性疼痛症例 10例(男性 6例、女性 4例)、平

均年齢 49.2歳(24-78歳)である。診断名は帯状疱疹後疼痛 1例、上肢 CRPS 3例、下肢 CRPS 2

例、四肢 CRPS 1例、腰部神経根障害 1例、腰椎多数回手術 1例、頚椎術後上肢痛 1例であった。

多職種による慢性疼痛診療カンファレンスを開催し集学的な診断・分析を行った。治療は薬剤

療法、神経ブロック、脊髄刺激療法、硬膜外腔内視鏡処置を行った。初診時および介入 1年時

おいて Hospital Anxiety and Depression Scaleの Anxietyが 14.2→7.3、Depressionが

16.3→7.1、Pain Disability Assessment Scaleが 44.3→32.1、Pain Catastrophizing Scale

が 45.2→30.3、Euro Qol5 Dimensions が 0.342→0.593と改善を認めた。北海道内の 4施設と

連携し治療した慢性疼痛症例の治療効果は良好であった。痛みセンターを中心とし地域医療機

関と連携した診療体制を構築していくことで慢性疼痛診療システムの均てん化が期待される。 

 

Ａ．研究目的 

慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデ

ル事業の治療成果を解析し、北海道における

慢性疼痛地域包括ケアシステムモデルの有用

性を検討すること。 

 

Ｂ．研究方法 

慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデ

ル事業の連携機関である北海道内の 4施設

（旭川医科大学、札幌禎心会病院、朝里中央

病院、NTT東日本札幌病院）より札幌医科大

学慢性疼痛センターへ紹介を受け、集学的診

療を行った慢性疼痛症例を対象とした。治療

介入後 6ヶ月時に Hospital Anxiety and 

Depression Scale(HADS)、Pain Disability 

Assessment Scale(PDAS)、Pain 

Catastrophizing Scale(PCA)、 Euro Qol5 

Dimensions(EQ- 

5D)を用いて治療評価を行った。診療に関する

データは札幌医科大学慢性疼痛センター診療

データベースへ登録した。 

 

（倫理面への配慮） 

対象に対して診療における概念概要、実際

の治療・評価に関して十分な説明を行い、同

意を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

札幌医科大学慢性疼痛センターへ紹介され

た治療を行なった慢性疼痛症例は、10例(男

性 6例、女性 4例)、平均年齢 49.2歳(24-78

歳)であった。慢性疼痛センター受診後の診断

名は帯状疱疹後疼痛 1例、上肢 CRPS 3例、下

肢 CRPS 2例、四肢 CRPS 1例、腰部神経根障

害 1例、腰椎多数回手術 1例、頚椎術後上肢

痛 1例であった。多職種による慢性疼痛診療

カンファレンスを開催し集学的な診断・分析

を行った。治療は薬剤療法、神経ブロック、

脊髄刺激療法、硬膜外腔内視鏡処置を行った。

初診時および介入 1年時おいて HADS: 

Anxiety14.2→7.3、Depression16.3→7.1、

PDAS: 44.3→32.1、PCA: 45.2→30.3、EQ-5D: 

0.342→0.593と改善が得られていた。治療後

は札幌医科大学慢性疼痛センターと連携機関

で情報を共有しながら、連携機関で治療を継
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続した。 

 

Ｄ．考察 

本研究結果より、北海道内の 4施設と連携

し治療した慢性疼痛症例の治療効果は良好で

あった。痛みセンターを中心とし地域医療機

関と連携した診療体制を構築していくことで

慢性疼痛診療システムの均てん化が期待され

る。 

 

Ｅ．結論 
慢性疼痛地域包括ケアシステムモデルが普

及し、機能的に活用される事で慢性疼痛患者
の苦痛の軽減、就労困難などの社会損失が軽
減されうる。 
 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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2.学会発表 
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木村さおり,田村亜輝子,堀江啓太,斉藤
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ンによる Monitored Anesthesia Care 

(MAC)で行った一症例:日本臨床麻酔学会
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 
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